
 

　　地方交付税
（国から使い道を指定

されずに交付されるお金）

　歳入　総額　　１５３億　　　６６万円　

（皆さまから町に納めていただく税金）

44億5,499万円

19億8,003万円
33億  532万円

　　　　町債

１億6,010万円 1.0%

国・県支出金

28億4,689万円

18.6%　

29.1%

12.9%
21.6%

その他の依存財源

　歳出　総額　　１５３億　　　６６万円　　

民生費

49億7,736万円

14億　702万円

消防費
（消防、救急、水防などの経費）　

　　　７億　780万円　　4.6%

32.5%

9.2%

土木費

24億4,669万円
16.0%

衛生費

14億9,086万円 9.7%

教育費

19億5,297万円

12.8%

公債費

15億4,604万円
10.1%

　　　商工費
（観光、商工振興などの経費）　

　　　　２億1,155万円　　1.4%
農林水産業費
（農林水産業振興の経費）

その他
（労働費などの経費）

　　　　　6,321万円　　0.4%

町税

5.6%

（国や県から使い道が

　指定されて交付されるお金）

（子育て支援、

　高齢者・障害者福祉、

　　　　　　医療などの経費）

（道路、町営住宅など

の維持・整備の経費）

（健康づくり、感染症予防、

　　　ごみ処理などの経費）

（借入金の返済）

よ　く　わ　か　る　柴　田　町　の　財　政　！！

　　　皆さまからいただく要望の中には、柴田町に権限がなく、対応できないものもあります。

　　　例えば、

　 ①信号機や横断歩道の設置や速度規制　　　　　　　→宮城県公安委員会（大河原警察署）

　 ②白石川の水害対策や県道の維持補修や改良　　　→宮城県大河原土木事務所

　 ③阿武隈川の水害対策や国道の維持補修や改良　→国土交通省仙台河川国道事務所

　　このような要望については、施設等の管理者である国や県などに対し、皆さまの要望を

　伝えることになります。

　　

（１）　町の財政は、ほぼ皆さまの家計と同じしくみになっています。

　　　町民の皆さまや企業の皆さまからお預かりしている税金など、町の権限において収入

 　できる財源を自主財源といいます。これが、柴田町では歳入総額の４５．３％となってい

 　ます。

　　　わかりやすく例えると、収入が１００万円あったとすると、自分の力で集めることができる

 　お金は約４５万円しかないのです。

　　　そのため、国や県から補助金など約４９万円をもらっていますが、それでも、皆さまから

 　の要望に対して財源が不足するため、約６万円の借金をして生活しているのが、柴田町の

 　財政の実態なのです。

（２）　皆さまの家計においても、収入に限りがある中で、“「車やパソコンを買いたい」「病気に

  　なった」”といった場合には、新たに

　　①　親に支援を仰いだり、銀行に借金を申し込む

　　　　　　　　　　　　　　　 【町でいうと、補助金を申請したり、町債を借り入れる】

　　②　支出を減らす 　　【町でいうと、公共事業や住民サービスを減らす】

　　③　収入を増やす　　【町でいうと、税金を上げたり、ふるさと納税を増やす】

　　　といった方法を考え、家計の維持を図ろうとするのと同じです。

（３）　町が安易に税金を上げることは、町民の皆さまの理解は得られません。また、社会保障

　　費など町民の皆さまの生活に必要な経費は削れません。

　　以上のことから、皆さまからの様々な要望に応えたいと思っても、すぐに対応できず、少し

　待ってもらう必要がありますことをご理解いただきたいと思います。

８億5,170万円

■令和７年度　一般会計歳入歳出予算（９月補正後）

ふるさと柴田応援寄附金
（ふるさと納税による寄附）

　　５億円　　3.3%

　うちふるさと柴田応援推進事業
　（返礼品、積立金、業務委託料等）

５億  106万円 3.3%

依存財源 自主財源
45.3%54.7%

（学校教育、生涯学習、

スポーツ、文化財など

の経費）

　総務費
　（税務、戸籍などの経費。

　　ふるさと柴田応援推進事業）

その他の自主財源
（貯金を取り崩したお金、公民館使用料

　など。ふるさと柴田応援寄附金除く）

地方消費税交付金
10億2,800万円 6.7%

１億7,363万円 1.2%

その他譲与税・交付金

　　　議会費
（議会運営などの経費）　

　　　　１億7,559万円　　1.2%

１　町の財政を皆さまの家計に例えると１

２　町の権限が及ばない要望等について２
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